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⾃⼰紹介
名前︓江⼝ 昌宏
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DNB ソリューション本部
ISV/SaaS ソリューショングループ

経歴︓メガベンチャー の Java エンジニア
好きな AWS サービス︓

AWS Lambda
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AWS Black Belt Online Seminar とは
• 「サービス別」「ソリューション別」「業種別」などのテーマに分け、

アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社が提供するオンラインセミナー
シリーズです

• AWS の技術担当者が、 AWS の各サービスやソリューションについてテーマ
ごとに動画を公開します

• 以下の URL より、過去のセミナー含めた資料などをダウンロードすることが
できます
• https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/

• https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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ご感想は X (Twitter) へ︕ハッシュタグは以下をご利⽤ください
#awsblackbelt 

https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/
https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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内容についての注意点
• 本資料では資料作成時点のサービス内容および価格についてご説明しています。

AWS のサービスは常にアップデートを続けているため、最新の情報は AWS 公式
ウェブサイト (https://aws.amazon.com/) にてご確認ください

• 資料作成には⼗分注意しておりますが、資料内の価格と AWS 公式ウェブサイト記載
の価格に相違があった場合、AWS 公式ウェブサイトの価格を優先とさせていただき
ます

• 価格は税抜表記となっています。⽇本居住者のお客様には別途消費税をご請求させて
いただきます

• 技術的な内容に関しましては、有料の AWS サポート窓⼝へお問い合わせください

• 料⾦⾯でのお問い合わせに関しましては、カスタマーサポート窓⼝へ
お問い合わせください (マネジメントコンソールへのログインが必要です) 
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https://aws.amazon.com/
https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/
https://console.aws.amazon.com/support/home
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シリーズ構成
• 全体像をお伝えする Overview 編
• 各機能の詳細についてお伝えする各機能編

シリーズの対象読者
• チーム開発をするすべてのアプリケーション開発者

Black Belt Amazon CodeCatalystシリーズ
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Overview 編

Spaces 編

Projects, Blueprints 編

Source repositories 編

Dev Environments 編

Workflow 編

Issues 編

Identity, permissions, and access 編

Extensions 編



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

1. Issues の概要

2. Issue の作成

3. Issue を起点とした開発フロー

4. Issue の ⾒積もり管理機能

5. Jira との連携

6. Amazon Q との連携 (preview)

7. まとめ

アジェンダ
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Issueの概要
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• Amazon CodeCatalyst は、Issue と呼ばれる開発者のタスクを管理する機能を備
えている

• Issues の画⾯から、Issue の各ステータスや割り当てられた担当者を確認すること
が可能

Issues の概要
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Issueの作成
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• Issue を作成して開発者のタスクを管理
することが可能

• Status (Backlog, To do, In progress, In 
review, Done)

• Priority (No priority, High, Medium, Low)
• 上記を選択することで、Issues の⼀覧か

らそれぞれのステータスやプライオリ
ティを可視化可能

Issue の作成
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Issueを起点とした開発フロー
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• カンバンボード形式での Issue を起点とした開発フローの例を説明します

開発フロー
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• Issue を作成します
Issue 作成
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• Issue は、デフォルトで To do のステータスとして作成されます
• ⼀覧形式で、ソートやフィルタリングを⾏うことが可能です

カンバンでの Issue 管理
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• Assignee を設定、[Move to: In Progress] のボタンでステータスを変更して
開発作業に着⼿します

Issue をアサイン、ステータス変更
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• 該当 Issue のソースコード修正、コミットを⾏います

ソースコードの修正
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• Pull Request を作成します

Pull Request を作成する
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※ Source repositories の詳細については Black Belt Amazon CodeCatalyst シリーズ Source repositories編参照



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

• Pull Request 作成時に、Issue との関連付けを設定可能です

Pull Request の詳細、 Issue との関連付け
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• Issue 側からも、Pull Request が設定されていることがわかります。

Issue から⾒た Pull Request
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• Issue を開き、[Move to : In review] を押すか、ドラッグ & ドロップでステー
タス変更することが可能です

Issue のステータスを変更する
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Issueの⾒積もり管理機能
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• Issues の Settings 画⾯から
Estimation の機能をオンにする
ことで ⾒積もり値の表⽰が可能
となる

• T-shirt sizing や Fibonacci が選
択可能

Issue の⾒積もり管理機能
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• Estimate の機能をオンにすることで、Issues の画⾯に ⾒積もり値の表⽰が可
能となる

Issue の⾒積もり管理機能
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Jiraとの連携
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• Extensions という拡張機能を
⽤いることで Jira での issue 管理
が可能となります。

• 詳細は Extentions 編をご確認く
ださい

Jira との連携
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Amazon Qとの連携
(preview)
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• Amazon CodeCatalyst は、Amazon Q (⽣成 AI) の機能が利⽤可能となった
• Generative AI 機能を有効化することで利⽤開始できる

Generative AI 機能の有効化
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• Issue の担当者を Amazon Q にアサインすることで Issue から読み取った
PullRequest の作成までを省⼒化できる

Issue を Amazon Q にアサインする (preview)
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• Issue の内容から、ソースコードを⽣成、コミットし Pull Request が作成される

作成された Pull Request
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• Pull Request の⼊⼒したコメントから、サマリコメントを⽣成することが可能

Pull Request のサマリコメントを⽣成する (preview)
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• PullRequest を⽣成する機能については Standard Tier 以上の利⽤が必要
• 上記は 2023 年 12 ⽉現在の料⾦となります

https://codecatalyst.aws/explore/pricing をご覧ください

Amazon Q Tier ごとの利⽤可能回数 (preview)
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https://codecatalyst.aws/explore/pricing
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まとめ
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• Amazon CodeCatalyst は、統合開発環境であり Issue の管理機
能を備えている
• CodeCatalyst で作成した Issue と PullRequest の紐づけを⾏っ
て管理することが可能
• Amazon Q との連携により、PullRequest 作成までの省⼒化が可
能

まとめ
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Thank you!
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